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スカパーＪＳＡＴにおける取組み

「未知を、価値に。」宇宙実業社 スカパーJSATブランドサイト (skyperfectjsat.space)

https://www.skyperfectjsat.space/brand/?utm_source=yahoo&utm_medium=cpc&utm_campaign=pj-brands&argument=sfDJpELg&dmai=a5f6c42213cfdf


リアルタイムの宇宙データを
地上で活用

衛星データ×AI

•

低軌道衛星から地上へリアルタイムで届けられる画像や位置情報などの
地球観測データを、AI技術により解析しています。

• 例えば、防災領域では、衛星画像を活用し、土砂崩れや浸水を検知。
海洋領域では、衛星データとAIをかけあわせ船舶監視を効率化。
物流領域では、位置情報をAI解析することでサプライチェーンを可視化。

• このように、宇宙からの視点を通じて、より良い意思決定を行うため

のインテリジェンスを提供しています。

「未知を、価値に。」宇宙実業社 スカパーJSAT ブランドサイト (skyperfectjsat.space)

https://www.skyperfectjsat.space/brand/?utm_source=yahoo&utm_medium=cpc&utm_campaign=pj-brands&argument=sfDJpELg&dmai=a5f6c42213cfdf


空の中継基地
HAPS(ハップス)

• 地上から20kmの成層圏に高高度疑似衛星（HAPS：High Altitude 
Platform Station）を配置。
HAPSを成層圏プラットフォーム（空中の中継継基地局）として活用と
する構想では、静止衛星・低軌道衛星・ドローンをつなぎ地上との大
容量で低遅延の通信・放送が可能に。
地震などの地上災害の影響を受けづらく、被災地の監視やそのデー
タ伝送、緊急車両との連携など、インフラをつなぎ人々の生活に新た
な価値を生むインフラの検討を進めていきます。

「未知を、価値に。」宇宙実業社 スカパーJSAT ブランドサイト (skyperfectjsat.space)

https://www.skyperfectjsat.space/brand/?utm_source=yahoo&utm_medium=cpc&utm_campaign=pj-brands&argument=sfDJpELg&dmai=a5f6c42213cfdf


20年後、21st mid-centuryの
社会

あらゆる空間で活動する全ての人、マシーンが
ネットでつながる社会

地を移動する車も船も、
空を飛行するドローンも航空機も、
宇宙を巡る宇宙機もステーションも、
そして、あらゆる空間で活動する人々も、
全てが光の速度でつながり、安心と安全と笑顔を共有できる社会、

Space for your smileが実現



21st mid-centuryにおける
宇宙利用

• 人々が自由に安全に暮らす手段として、自律運航する車やドローンが
都市空間を行き交い、全てのマシーンに搭載されたセンサーデータが
状況把握・予測に活用される。全てのマシーンが相互に認識するため
の通信ネットワークが構築される。

• 地球環境を維持する手段として、人間を宇宙ステーション・月・火星で生
存可能とする閉じられた環境構築技術が、地球上の社会インフラに応
用される。脱炭素エネルギー、水循環利用、農業生産、自律運航、遠
隔操作、車、医療、建築等々

これらを実現するために、、、

➢ 輸送能力、頻度、目的地が異なる様々な宇宙輸送システムが必要とな
るため、我が国が得意な分野で一翼を担ってほしい。

➢ 都市空間、大気圏、成層圏、周回軌道、静止軌道、月・火星が多層的に
接続されるネットワークが必要となるため、スカパーJSATがその一翼を
担いたい。



ロードマップ
議論における
アイデア



ご清聴ありがとうございました。
いつでもご質問をお待ちしております。

aoki-kazuhiko@sptvjsat.com

スカパーＪＳＡＴ株式会社
執行役員 経営企画部門長補佐
青木一彦


